
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御陵園のフィールドノート vol.2 

咲いています。 
すべての写真及び図・絵・文章の無断転載と使用を禁じます。

咲いています。 

夏
本
番
の
御
陵
園 

メ
ハ
ジ
キ
の
花
が
、
元
気
に
咲
い
て
い
ま
す
。 

 

夏
に
な
る
と
、
御
陵
園
の
桃
の
木

の
下
に
は
メ
ヒ
シ
バ
や
エ
ノ
コ
ロ

グ
サ
な
ど
イ
ネ
科
の
植
物
が
生
い

茂
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
草
に
紛
れ
て

メ
ハ
ジ
キ
が
生
え
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
以
前
近
く
に
植
え
て
い

た
メ
ハ
ジ
キ
か
ら
こ
ぼ
れ
た
種
が

芽
生
え
、
育
っ
た
も
の
で
す
。 

メ
ハ
ジ
キ
は
シ
ソ
科
の
２
年
草

で
、
東
ア
ジ
ア
各
地
や
日
本
に
自
生

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
原
っ
ぱ
や

河
川
敷
の
草
地
に
生
え
て
い
る
の

を
見
か
け
ま
す
。 

花
期
の
地
上
部
が
益
母
草
（
ヤ
ク

モ
ソ
ウ
）
と
い
う
生
薬
に
な
り
、
主

に
産
後
の
出
血
や
月
経
不
順
な
ど

に
対
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。 

「
母
の
益
に
な
る
草
」
と
い
う
意

味
が
生
薬
名
の
由
来
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
ぐ
ん
ぐ

ん
大
き
く
な
り
、
御
陵
園
で
は
草
丈

が
１
５
０
㎝
く
ら
い
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
６
月
の
中

旬
に
は
桃
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。 

 

メ
ハ
ジ
キ
の
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御陵園のフィールドノート vol.2 

咲いています。 

すべての写真及び図・絵・文章の無断転載と使用を禁じます。

咲いています。 

 

 

メハジキの茎 

茎は四角柱状をしており、くっきりとした縦筋の

窪みと短毛があるのが特徴です。 

 

メハジキの花 

夏に桃色の唇形花を咲かせます。1つの節に花が、

ぐるりと輪生します。花の大きさは 8㎜ほど。 

メハジキの葉 ：同じ株の葉でも大きさや形は様々です。 

葉裏の色は緑白色。 

葉脈が目立つ 

多くの葉で葉身が 

深く 3 裂する。 

鳥の足跡のよう。 

葉の表は裏よりも 

濃い緑色。 

茎 に は

窪 み が

ある。 
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御陵園のフィールドノート vol.2 

咲いています。 

すべての写真及び図・絵・文章の無断転載と使用を禁じます。

咲いています。 

ショウズク（ショウガ科） 

果実が小豆蔲（ショウズク）という

生薬になる。芳香性健胃薬や香辛料

（カルダモン）として用いられる。 

ハトムギ （イネ科） 

種皮を除いた種子が薏苡仁（ヨクイニン）

という生薬になる。民間薬として、いぼ取

りや肌の美容を目的に使用される。 

オオボウシバナ （ツユクサ科） 

花が友禅染の下絵を描く際に用いられる

「青花紙」の原料となる。ツユクサ科の

一年草で、滋賀県草津市で栽培される。 

ムラサキバレンギク （キク科） 

開花期の地上部が免疫賦活作用のあ

る生薬として用いられる。北アメリ

カ原産の多年草。 

キキョウ （キキョウ科） 

根が桔梗（キキョウ）という生薬にな

る。鎮咳・去痰に用いられる。東アジ

アに分布する多年草。秋の七草の一つ。 

ゴマ （ゴマ科） 

種子が胡麻（ゴマ）という生薬にな

る。滋養強壮、解毒に用いられる。

世界各地で栽培される一年草。 

オニユリ （ユリ科） 

鱗片葉が百合（ビャクゴウ）という

生薬になる。消炎、鎮咳、鎮静など

に用いられる。日本の草地にも自生

している多年草。 

コエンドロ （セリ科） 

果実が胡荽子（コズイシ）という生薬

になる。健胃、駆風に用いられ、香辛

料（コリアンダー）として用いられる。 

地中海沿岸地域原産の一年草。 

ウイキョウ （セリ科） 

果実が茴香（ウイキョウ）という生薬に

なる。芳香性健胃、駆風に用いられる。

フェンネルという香辛料にもなる。 

地中海沿岸地域原産の多年草。 

― 観察できる花々 ― 


